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ご挨拶と本報告書の内容
この度はご出展頂き有難うございました。簡単ではありますが、今回の展示会の開催報告書をまとめましたので送付させて頂きます。御社にてご意見・ご質

問や今後の弊社への要望などございましたら遠慮なくご連絡下さい。また、本報告書の発行が遅れまして申し訳ございませんでした。

今回の展示会では、出展社の皆様からは比較的好意的なご評価を頂きました。弊社では春の「 OPIE 」と秋の「光とレーザーの科学技術フェア」の二つの

展示会を運営（事務局）しておりますが、昨年の秋につきましては反省点が有り、改善策を盛り込みつつ今回のOPIE’18に臨みました。対策の一部は期待通

りである一方、さらに改善が必要なものもありますが、今秋の科学技術フェア、来年のOPIEをさらに盛況とするために反省点は今後にも活かしてまいります。

具体的には

 今回導入した来場者の動員活動をさらに効率化して、光やその関連ビジネスに関心が強く質の高い方々の来場を促す

 展示会の国際化と学会との連携をさらに推し進め、フォトニクス関連に関心の高い来場者を国内・国外より動員する

 試験的に導入するオンライン展示会（6月20日オープン予定）を発展させ、出展社の展示効果を高める

 出展社と来場者の出会いの場として展示会が活性化するような仕組みを検討する

事を行っていきます。

本書での報告内容
①開催概要 ②後援、協賛団体一覧 ③併設イベント一覧

④出展社リスト ⑤来場者動員 ⑥来場者のプロフィール

⑦併設セミナーと来場者動員への効果 ⑧来場者・出展者アンケートから ⑨今回の展示会のレビュー

⑩今後の活動 ⑪次回開催について

事務局連絡先 ： event@Optronics.co.jp (TEL:03-3269-3550)

mailto:event@Optronics.co.jp


OPIE’18開催概要

レーザーEXPO 主催：（一社）レーザー学会

レンズ設計・製造展 主催：NPO日本フォトニクス協議会

ポジショニングＥＸＰＯ 主催:月刊OPTRONICS

協力：超精密位置決め専門委員会（精密工学会）

赤外・紫外応用技術展 主催：NPO日本フォトニクス協議会

メディカル&イメージングEXPO 主催：（一社）メディカル・イメージング・コンソーシアム/
OPTRONICSメディア

宇宙・天文光学ＥＸＰＯ 主催：NPO日本フォトニクス協議会

後援：宇宙航空研究開発機構(JAXA）/国立天文台（NAOJ）

産業用カメラ展 主催： NPO日本フォトニクス協議会

OPTRONICSメディア

会期：2018年4月25日(水)～27日（金)

OPIE統括主催 ： （一社）OPI協議会

全体事務局 ： (株)オプトロニクス社



後援団体、協賛団体

後援

日本貿易振興機構（ｼﾞｪﾄﾛ）／在日ドイツ商工会議所

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO)

国立研究開発法人科学技術振興機構

革新的研究開発推進プログラム（ＩｍPACT）

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｐａｒｔｎｅｒ

SPIE ／PHOTONICS MEDＩA

協賛
光産業技術振興協会/応用物理学会/精密工学会/日本分光学会/日本ｵﾌﾟﾄﾒｶﾄﾛﾆｸ

ｽ協会/レーザー輸入振興協会/日本光学会/大阪大学レーザー科学研究所/ﾚｰｻﾞｰ技術総合
研究所/日本ロボット学会/映像情報メディア学会/電子情報通信学会/日本光学硝子工業
会/光ファイバセンシング振興協会/日本光学測定機工業会/日本精密測定機器工業会/日
本赤外線学会/日本技術士会/株式会社ケイエスピー/神奈川県立産業技術総合研究所/光
学薄膜研究会/光融合技術協会/微小光学研究会/OSA/PIDA



併設セミナー・併催イベント等

併設特別セミナー・講演会：
レーザー特別セミナー
レンズ特別セミナー
赤外･紫外特別セミナー
メディカル＆イメージング特別セミナー
ポジショニング特別セミナー
産業用カメラ特別セミナー
宇宙・天文光学EXPO特別講演会

併催イベント：
レーザー学会産業賞授与式
出展社技術セミナー
レーザー輸入振興協会（JIAL）アドバンストテクノロジーセミナー
SPIE基調講演
（株）日本レーザー創立50周年記念パーティー
（公財）天田財団助成研究成果発表会 【第2回】レーザプロセッシング
OSAマーケットセミナー
CIOE中国マーケットセミナー
フラウンフォーファー HHIワークショップ
水中LiDAR／ネットワーク研究会
JPC知財戦略特別セミナー
光レーザ安全セミナー
レーザパターニング＆コーティングセミナー

同時開催：OPIC2018（ポスターセッションは展示ホール内で実施）

【産学交流大懇親会】

出展社と光・レーザー関連学会会員、ＯＰＩＣ参加者、光関連技術者など関係者との交流懇親会



出展社リスト

ご出展有難うございました



出展社リスト

ご出展有難うございました



来場者の動員活動（従来からの方法）

【専門技術雑誌、WEBサイトによる来場者動員】
月刊OPTRONICS、MEDICAL PHOTONICS誌をはじめ、関連学会誌、WEB
ジャーナルやOPTO.TV等のWEBサイトにて開催告知を行いました。
また、海外へは月刊OPTRONICSの提携誌PHOTONICS SPECTRA等、海外の
専門雑誌、関連展示会にてPRしました。

【WEBサイト】
Science Portal http://scienceportal.jp/
JETRO（日本貿易振興機構） http://www.jetro.go.jp/matching/j-messe/
展示会とMICE http://www.eventbiz.net/
その他主要WEBサイト

【DM（招待状）】
・月刊OPTRONICS、MEDICAL PHOTONICS誌 他の読者、オプトロニクス社発行書
籍購入者、オプトロニクス社主催展示会、セミナー参加者など 約80,000通
・出展各社からの案内DM 約70,000通
・インターオプト、光とレーザーの科学技術フェア、レーザーソリューション、赤外線
アレイセンサフォーラム、nano tech展、JASIS（分析展／科学機器展）、サイエンス
エキスポ、画像機器展など弊社ブース来場者に 約35,000通

合計 約185,000通

【E-mail】
・月刊OPTRONICS、MEDICAL PHOTONICS誌 他の読者、オプトロニクス社発行書
籍購入者、オプトロニクス社主催展示会、セミナー参加者など 約45,000通
・光産業E-mailニュース登録者に 約12,000通
・インターオプト、光とレーザーの科学技術フェア、レーザーソリューション、赤外線
アレイセンサフォーラム、nano tech展、JASIS（分析展／科学機器展）、サイエンス
エキスポ、画像機器展など弊社ブース来場者に 約20,000通
協賛団体、メディアスポンサー等から115,000通

合計 約192,000通



来場者の動員活動（今回から導入した活動）

光関連技術者に対して影響力のあるメディア、パートナーを新たに加えて発信力を高めました

協業メディア

各媒体での告知とメール配信の合計＝ 約100,000件

協業専門新聞社
日刊工業新聞、日経産業新聞、日本工業新聞社、電波新聞



来場者の所属団体(来場人数トップ40社)

• 光関連機器・部品を扱う大手企業から多数の来場者がありました。

• この中の半数以上は初参加ですので、新規商談や新たな関係構築の機会となります。

• 購入検討、課題解決といった明確な目的を持った来場者が多い（アンケート結果より）です

来場登録者数(複数日来場含まず）
4 /25(水)  5,278名
4 /26(木)  5,513名
4 /27(金)  5,312名

合計 16,103名(15,214名）
（ ）内は2017年実績

人
数

会社・団体名は略称・通称を使っています



来場者のプロフィール

電気機器、機械・精密機器に関与している来場者

が多いですが、大学からの研究者を含み、モノづく

りに関与されている方が大半です。

所属産業別プロフィール 職種別プロフィール

研究開発、設計、生産の立場の方の合計が56%

に達しています。モノづくりの様々な役割の方が来

場されました。



併設のイベントと来場者動員への効果

国際会議（OPIC）
Optics & Photonics International Conference

出展社によるセミナー
（アネックスセミナールーム）

レーザー輸入振興協会（JIAL)
所属の商社による技術セミナー

（会場内特設スペース）

セミナー・併設イベントの効果
出展社アンケートでも、ブースの集客、関心の高い来場者の動員等に対して、

併設イベントが何らかの効果が有ったという回答は６割以上に及んでいます。

次回以降も魅力的なイベントの企画を致します。

出展社アンケートより
（併設イベントの効果について）



来場者アンケートから(1/3)

具体的な課題を持った質の高い来場者
来場者の内90%近くが新製品と技術情報の収集が目的で、そのうち

約3割は購入検討や課題解決の探索に来場しています。

出展社側からのアンケートでも見学者の質が高いと評価されており

ます。

高い満足度
全体の70%が 「満足した」 以上となりました。

さらに満足度を高める様に、アンケート結果を元に来年のOPIE’19

につなげます。

来場目的(複数回答） 回答者に占める割合

新製品や最新技術の情報収集 87%

業界他社やマーケット全般の動向把握 42%

製品・装置の購入、導入の検討 31%

自社開発製品の問題解決のため 24%

専門分野の知識習得・スキルアップ 41%

次回の同展出展検討のため 1%

その他 7%



来場者アンケートから(2/3)

初参加の割合51%
近年参加していない来場者が60%以上。新しい商談・リード発掘のチャ

ンスがあります。

前述のとおり、3割は“具体的な”購入検討や課題解決の探索に来場して

います。

長い滞在時間
4時間以上は半数を占めています。

別のアンケートからは、2日以上にわたり来場された方は12%いらっしゃ

いました。



来場者アンケートから(3/3)

来場者動員活動の手段を広げていきます
来場のきっかけとしては弊社からのご案内が56%を占めますが、出展

社からの情報も1/3に達しております。来年度以降も出展社の皆様のご

協力をお願い致します。

今回導入したメディアパートナー等からの案内も12％となっており、今

後も動員活動の手段を広げて参ります。

Webサイトの効果が大
Webサイトの効果が大きい事を改めて認識した結果でした。出展社の皆

様のWebサイトにOPIEのロゴを入れたバナーも効果が有ったと思われま

す。弊社としても弊社Webサイトの認知度を上げ、独自のネットワークを活

用したメール配信、ダイレクトメールの配信により、フォトニクスに関心の高

い来場者を次回以降も動員いたします。

来場を促した主要な情報源



他の展示会との比較

テーマの明確な展示会
フォトニクス関連の専門展示会として、他の展示会とは違い、テーマを明確にし

た展示会として差異を認められて来ております。

出展社からも「興味持った来場者が多い」、「見学者の質は高い」（次ページの

出展社アンケートより）という評価を頂いております。

他展との比較(複数回答、抜粋）
回答者に占
める割合

展示分野（テーマ）が絞られていて良い 69%

展示分野の広がりとしてはちょうど良い 35%

展示分野が狭い / 関連する分野が少ない 2%

興味を持っている見学者が多い 54%

強い興味を持った見学者が少ない 6%

大きな差異はない 7%

他展との比較(複数回答、抜粋）
回答者に占
める割合

展示分野（テーマ）が絞られていて良い 43%

展示分野の広がりとしてはちょうど良い 32%

展示分野が狭い。あるいは関連する分野が少ない 8%

興味のある出展社が多くて良い 20%

興味のある出展社が少なくて見学の効率が悪い 8％

大きな差異はない 13%

出展社アンケート結果来場者アンケート結果



出展社アンケートから

出展社側から見た来場者の質が高い
商談・目的解決の課題を持った来場者が多いので、シー

ズとニーズのマッチングの場として機能しています。

97%の出展社で実際の受注活動につながっています。
41%の出展社が受注への手ごたえを感じております。今後のフォロー次第

のケースを含めますと97%の出展社が受注へのリードを獲得をしておりま

す

来場者の質 商談状況



今回の展示会のレビュー

来場者の動員活動

• 今回より新たにメディアパートナーを増やし、オプトロニクス社以外からの動員にも力を入れました。

• 来場者アンケートからは、一番効果的であったのは弊社からの案内、次に効果が有ったのは出展社からのご案

内でした。出展社の皆様のご協力に感謝致します。また、メディアパートナーの効果は10%前後でした。

• 継続的に新しい来場者を動員するためにもメディアパートナーシップは維持・拡大を検討していきます。

OPIEの国際化

• 同時に併設しています国際会議（OPIC, Optics & Photonics International Conference）との連携

がOPIEの特長です。OPIC参加者の多くがOPIEに参加していました。

• フラウンホーファー研究所のワークショップの開催、ドイツからのベルリンパビリオン、中国からのグループ出展

等、海外の出展社からの関心も高まりました。

出展社へ魅力あるサービスの提供 「オンライン展示会」

• 試験的/実験的にOPIEの出展情報をそのまま提供する「オンライン展示会」サイト(http://www.opt-

vex.com)を開設予定です（6月20日オープン予定）。出展の効果をリアルな展示会の終了後も継続する事を

目指します。

• まだまだ、インターフェース、デザイン、機能に改善点は多数ありますが、将来的にはコンテンツを充実させ、

Web空間で開催する「バーチャル展示会」まで育て行きたいと思っています。

• リアルな展示会でも出展社と来場者のシーズとニーズのマッチングに貢献できる展示会を目指しております。

他の展示会では得られないオプトロニクス社ならではの施策が必要と考えています。



今後の活動

新しい来場者の掘り起こし

• 継続的に来場者を増やす事が課題の一つと認識しております。

• メディアパートナーシップの見直し・拡大、弊社のネットワークのより効果的な活用により、今秋の「光

とレーザーと科学技術フェア」、来年の「OPIE’19 」ではさらに多くの魅力ある来場者の動員ができ

る仕組みを作ります。

OPIEの国際化

• 海外の代表的な光関連協会との連携を強化します。それにより、海外からのグループ出展がすでに決

まりつつあります。アメリカ、ドイツ、中国のそれぞれから12小間以上の単位での出展の協議中です。

• 一部のアジアからの出展社にマナー違反があったと報告を受けておりますが、次回以降につきまして

は事前の案内・注意を徹底します。

• 国際会議の出席者が展示会場に来場しやすい様に、ポスターセッションの場所や会議のプログラムの

構成などをOPIC側と協議を進めています。

出展社へ魅力あるサービスの提供 「オンライン展示会」

• オンライン展示会はまだまだ実験段階で、改訂・改良作業を急いでおります。来年のOPIEを待たずに

今秋の「光とレーザーの科学技術フェア」のオンライン展示会ではより魅力的なWebサイトと致します。

オンライン展示会サイトにより、リアルな展示会後も出展効果が継続できる様に検討中です。

• 来場者と出展社のマッチングに事務局がもっと関われるような施策を検討中です。詳細はWebなどを

通じてご案内致します。



次回開催

ご出展をお待ちしております


